
令和５年度第２回北海道医療勤務環境改善支援センター 

運営協議会 議事録 

 

日時：令和６年（2024 年）２月８日 18:00～  

場所：札幌ビジネスセンター赤レンガ前 ５Ｃ 

 

１ 開会 

【事務局】 

 ただいまから令和５年度第２回北海道医療勤務環境改善支援センター運営協議会を開催いたしま

す。委員の皆さまには大変お忙しい中、本運営協議会にご出席いただきまして誠にありがとうござ

います。まず、本日配布しております資料の確認をさせていただきます。本日は資料１から３と参

考資料をご用意しております。議事の途中で資料の不足等がございましたらお知らせ願います。そ

れでは、これから議事に入りますが、進行は、運営協議会設置要綱に基づき、会長が進行させていた

だきます。 

 

【会長】 

 会議の開催に当たり、一言ご挨拶申し上げます。本日は大変お忙しい中、本運営協議会にご出席

いただきまして誠にありがとうございます。また日頃から、本道の地域医療の推進に多大なる御協

力をいただいておりますことに、この場をお借りして感謝を申し上げます。この運営協議会ですが、

医療法に基づき各都道府県に設置されております医療勤務環境改善支援センターの運営を効果的か

つ円滑に行うために、センターの運営方針や業務内容、医療機関の環境改善に資する方策などを協

議する場としております。医師の時間外労働上限規制の適用開始までいよいよ２か月を切りました。

道ではこの勤改センターを中心に個別の相談対応やセミナーの開催、関係団体との情報交換を行い、

医療機関における医師の働き方改革への対応が円滑に進むよう、支援に努めてきたところでござい

ます。本日は勤改センターの令和５年度４月から 12 月までの活動実績、令和６年度の活動方針（案）

を議題としております。委員の皆さまからいただいたご意見を勤改センターの運営に活かし、今後

の医療機関の勤務環境改善に繋げていきたいと考えておりますので、皆さまよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、お手元にお配りしております会議次第に沿って議事を進めて参ります。まず１の報告

事項について、北海道医療勤務環境改善支援センターから報告をお願いいたします。 

 

２ 報告事項 

【勤改センター】 

 北海道医療勤務環境改善支援センター事務局でございます。お手元の資料１、勤改センターの今

年度４月から 12 月までの活動実績ということで、目次に記載の五点について、順番にご報告させて



いただきます。 

ア 医療機関への勤務環境改善支援ということで、1 ページの下の表にございますように、（ア）個別

支援業務、（イ）相談対応業務、（ウ）利用勧奨業務の大きく 3 つに分類をしております。（ア）個別支援

業務は、5つの支援スキームに整理をさせていただいておりますが、本年度については、特別支援が 6 機

関、部門支援が 130 機関、導入支援が 7機関となっております。（イ）相談対応業務は基本的に、勤改セ

ンターに電話、メール、あるいは直接お越しいただき、相談を受けるといった支援業務であり、今年度は

290 機関となっております。なお、このうち、電話やメール等では相談が済まない、もう少しセンターの

ご支援が必要だという医療機関は（ア）個別支援業務内にある部門支援となり、今年度は 130 機関にご

支援をしております。 一番上の特別支援については、支援をさせていただく医療機関の中で、年間を通

じたセンターからの支援をご希望されている医療機関であって、解決すべき課題を明確にお持ちで、そ

れに取り組む意欲のある医療機関で、センターの支援により改善が期待できる、といった要件を満たす

医療機関を労働局に提案をさせていただき、労働局で選定いただくこととなっており、今年度は６医療

機関に対し、月 1 回を基本とするペースでご支援をしております。6医療機関のうち 3 医療機関は、今年

度、中心となっております特例水準や宿日直許可等に関わる支援をさせていただいており、その他３医

療機関については、本来の勤改センターの主要業務である部門別の業務改善について、支援をさせてい

ただいております。（ウ）利用勧奨業務は、センターをご利用いただいていない医療機関を抽出し、電話

や訪問等で状況を確認させていただき、必要があればセンターを利用していただきたい旨お伝えをして

おります。以上の（ア）から（ウ）を全部含め、今年度 12 月末までに 410 医療機関のご支援をしており

ます。 2 ページは、支援スキーム別の支援回数と、アドバイザー活動延べ人数について整理しておりま

す。今年度は宿日直許可や特例水準等のご相談が非常に多かったため、センターには医業経営アドバイ

ザーと医療労務管理アドバイザーを配置しておりますが、今年度は圧倒的に医療労務管理アドバイザー

の延べ活動人数が多くなっております。3・４ページは、支援活動の状況を二次医療圏別に整理したもの

であり、410 医療機関のうち 171 医療機関は札幌圏と偏ってはおりますが、21 圏域全てにご支援させて

いただいております。5ページは、先ほどご説明しました（イ）相談対応業務について、昨年度と今年度

の相談件数の推移を表とグラフで示しております。 オレンジの折れ線グラフは令和４年度の相談回数の

推移を表しており、４月の 29 回から右肩上がりで相談が増え、3 月には 100 回を超えるという流れで推

移いたしました。青の折れ線グラフが今年度の相談回数の推移となっており、12 月末時点のデータでは

ありますが、コンスタントに月平均 140 回程度の相談をいただいております。年明けも多くの相談をい

ただいており、当分このペースで推移していくものと考えております。なお、今年度 12 月末時点の相談

回数は、昨年度の約 1.3 倍になっております。6ページは主な相談内容を記載しております。宿日直許可

申請関連のご相談が圧倒的に多いほか、評価センターや時間外労働上限規制、特例水準などの医師の働

き方改革に関するご相談が集中しております。 7 ページの（ウ）利用勧奨業務については、年度の早い

段階で、8つの要件に該当する医療機関を機械的に抽出し、既にセンターを利用している医療機関及び過

去の調査や状況確認で支援不要と判断した医療機関を除く 160 医療機関に向けて利用勧奨のご連絡を行

いました。８ページの表のとおり、連絡が取れなかった医療機関もありますが、支援をご希望されたとこ

ろもございましたので、そこについては、先方のご都合に合わせた対応を取ってきております。なお、そ

れを二次医療圏別で整理したものが 9ページとなります。 

続いて、イ 北海道の医療機関における医師の働き方改革に向けた基礎調査ということで、10～15ペ



ージに調査結果を抜粋して掲載しております。なお、毎年同じような項目で調査を行っており、回収率は

50％前後となっております。 細かく説明はいたしませんが、例えば、11ページの問 6 医師の労働時間

の把握について、すべての勤務医について客観的な方法により労働時間を把握している医療機関は全体

の 53.7％、病院のみでは 60％、有床診療所のみでは 39.7％となっております。 資料には載せておりま

せんが、昨年度の調査結果と比較をしてみたところ、医師の労働時間を把握している医療機関の割合は

若干高くなっております。また、15 ページの問 10 についても、昨年度の結果と比べると、年間の時間

外・休日労働時間が 960 時間または 1,860 時間を超える医師がいると回答した医療機関の割合は若干低

くなっておりますので、徐々に医師の時間外労働上限規制に向けた対応が進んできているものと考えて

おります。 

16 ページについては、今年度、勤改センターと道庁がそれぞれ実施した、医師の働き方改革に関する

調査のどちらにも未回答で宿日直許可の取得状況が不明である病院と、回答はしたものの、まだ宿日直

許可を申請していない（準備中）と回答した病院について、改めて電話で状況を確認した結果を記載して

おります。なお、電話確認の際に、現時点で手付かず若しくは申請できずと回答した病院については、必

要に応じてご連絡をいただければご支援いたします、と伝えております。 

17 ページは、エ 特定労務管理対象機関の指定に係る支援ということで、１月 19日時点の「特定労務

管理対象機関」の指定を受ける予定の医療機関を表にしており、指定申請を予定している 20 機関中、勤

改センターでは 13 機関に対して支援を行っております。 

18 ページ以降は、センターで実施している研修会やセミナーの開催状況を掲載しております。基本的

には、北海道労働局、北海道、北海道医師会と連携し、各種の研修会を開催しております。まず 18ペー

ジ（ア）の（１）については、医師の働き方改革「特定労務管理対象機関」の指定申請手続きと追加的健

康確保措置について、昨年の 6 月 24 日にハイブリッドで開催いたしました。 19 ページは、（２）医師の

働き方改革全道セミナーとして、Ａ水準、Ｂ水準、連携Ｂ水準、Ｃ－１水準、Ｃ－２水準のそれぞれが準

備すべきポイント等について、昨年の 6 月から 8 月にかけて道内各地で説明会を実施いたしました。な

お、参加人数は表に記載のとおりです。また、セミナー終了後に相談ブースを設け、勤改センターのアド

バイザーによる個別相談対応も行いました。20 ページの（３）医師の働き方改革対応セミナーは、医師

会が主催となっておりますが、ここにも参加させていただきました。続いて（４）医療機関における「医

師の働き方改革」実践事例報告セミナーは、毎年度勤改センターが開催しているものであり、今年度は 2

月 10 日に開催することとしております。21 ページは（イ）関係団体との連携研修ということで、北海道

医師会、北海道看護協会等と連携して各種研修を開催しております。私からは以上です。 

 

【会長】 

 ありがとうございます。令和５年度、まだ年度途中のため、12 月までの実績をご報告いただきま

した。ただいまの報告事項について、ご質問やご意見等ございましたら挙手にてお知らせ願います。 

 

【委員】 

 私どもの病院も勤改センターにお世話になっており、宿日直許可申請のために担当者が何度も労

基署に足を運ぶ際、同行いただきありがとうございます。 

５ページ下部の折れ線グラフの件数の数え方について、医療機関ごとの件数なのか、１つの医療



機関が３回相談した場合に３件と数えるような、延べの回数なのか、数え方はどのようになってい

るのでしょうか。 

 

【勤改センター】 

 延べ回数となっております。 

 

【委員】 

 報告いただきありがとうございました。７・８ページの利用勧奨業務について、医療機関を抽出

し、勤改センターを利用していない医療機関を対象に利用勧奨を行った、との記載がありますが、

勤改センターを利用していないが、支援が必要と思われる医療機関（＝利用勧奨対象）の規模や種

類はどういったところが多いのでしょうか。 

 

【勤改センター】 

 規模や種類を数字で整理はしておりませんが、感覚的には、規模による差は無いと感じておりま

す。大きい医療機関だから自力でということでもなく、また、小さな医療機関だから自分たちで簡

単に対応できるということでもないかと思われます。勤改センターから電話をかけた際に「とりあ

えずいいです」と言われる医療機関は、まだ具体的な取組を進めていないところが多い傾向にある

と感じております。具体的な取組を進めている医療機関は、やはり何かしら行き詰まっているとこ

ろがあるので、訪問による利用まではいかずとも、相談が来ている場合が多い印象です。 

 

【委員】 

 ご説明ありがとうございます。６ページの主な相談内容について、宿日直許可申請関連の相談が

圧倒的に多いという状況でしたが、医師の働き方改革においては、タスクシフトやタスクシェアに

ついても厚労省の会議では話題になったところです。もうまもなく４月を迎える中で、そういった

ご相談はなく、まずは宿日直許可申請を、という感じでしょうか。 

 

【勤改センター】 

 たしかに今年度は圧倒的に宿日直許可申請のご相談が多いですが、勤改センターの基本的な役割

はタスクシフトを含む各部門の業務改善や働きやすい環境作りとなっているため、件数は相対的に

少ないですが、そういったご相談も受けており、常に何件かご支援をしている状況です。看護部門

における病棟や外来の問題に対する業務改善や、職員の離職防止及び定着を図ることを目的とした

業務改善への支援が多く、医業経営アドバイザーが主として対応しております。なお、来年度以降、

宿日直許可等が一段落した後は、こちらの相談が増えてくるだろうと考えております。 

 

【委員】 

 ７ページの利用勧奨業務はのんびりした医療機関を取りこぼさないように、といった発想で行わ

れたことと思いますが、非常に積極的な取組という事で感謝したいと思います。気になっているこ



とを皆さまと共有しておきたいのですが、今、多くの医療機関は宿日直許可をとることに汲々とし

ております。今般の働き方改革に係る宿日直許可に関して、かなり厳しい労基署の姿勢を感じると

ころですが、一方で、過去に許可を受けた宿日直許可の内容と実態が合っていない医療機関を野放

しにすることは公平性を欠くのではないかと考えています。過去に受けた宿日直許可の内容につい

て、大まかなにでも実態を把握することは必要であると思いますので、アンケート調査の実施等に

ついて、ご検討いただければと思います。 

 

【会長】 

 今のご発言は、ご意見という受け止めでよろしいでしょうか。 

 

【委員】 

 必ず対応して、お答えをいただきたいとまでは思っておりませんが、そういう問題意識を持った

人がいるということを皆さまに知っておいていただきたいということです。 

 

【会長】 

 分かりました。ただいまのご意見については、私どもの中でも共有させていただき、どうしてい

くべきかを含めて、預からせていただければと思います。 

 

【委員】 

 １ページの医療機関への勤務環境改善支援について、件数を拝見すると非常にご尽力いただいて

いることが分かりますが、件数だけではなく、具体的な支援内容や効果についても例としてご提示

いただけると、より納得のいく、良い会議になると思いますので、ご検討いただければと思います。 

 

【勤改センター】 

 わかりました。委員の皆さまにご紹介したい内容もありますので、報告の中に入れていきたいと

思います。 

 

３ 協議事項 

【会長】 

 続いて、令和６年度の勤改センターの運営方針（案）について、説明をお願いいたします。 

 

【事務局】 

 事務局からは、資料 2 を用いて令和 6 年度北海道医療勤務環境改善支援センター運営方針（案）

についてご説明をさせていただきます。 毎年度実施しております北海道医療勤務環境改善支援セン

ター運営事業については、この運営方針に基づいて事業を実施することになるため、本協議会にて

協議をさせていただいているというところでございます。  



まず、北海道医療勤務環境改善支援センターは、医師や看護師をはじめとした医療従事者の確保

を図るため、医療機関自らが勤務環境の改善を進め、離職防止・定着の対策を講ずることができる

よう、医療機関の自主的な取組に対して支援を行うことが目的となっております。  

現状・課題等については、4 月からの医師の時間外労働の上限規制の施行に向け、各医療機関におけ

る医師の労働時間の短縮などの対応に遅れが見られる医療機関もあることから、取組への一層の支

援が必要という状況です。具体的には、各医療機関は医師の労働時間の適正管理や 36 協定の締結、

タスクシフティング、宿日直許可の取得など、働き方改革の取組を加速する必要があること、また、

今年度以前から特定労務管理対象機関の指定に向けた準備を進めている医療機関や、 新たに指定に

向けた取組を進める医療機関に対し、評価センターによる第三者評価を受けるために策定が求めら

れる労働時間短縮計画（案）の策定に係る支援を行う必要があることが挙げられます。 

この現状・課題を踏まえ、運営方針の一つ目は、道内の医療機関において業務改善や経営改善の

視点を踏まえつつ、勤務環境改善に向けた取組を進められるよう支援を行い、経営の安定化や医師

をはじめとする医療人材の確保・定着をサポートすること。二つ目は、令和 6 年 4 月の医師の時間

外労働の上限規制施行後も、 医療機関の時短計画（案）の策定、宿日直許可の取得、特定労務管理

対象医療機関の指定に向けた評価センターの受審等に関して、取組が加速するよう、それぞれの医

療機関の状況に応じた専門的かつきめ細かな支援を行うこと。最後は、4月から上限規制が施行され

ますが、医療機関の医師の働き方改革の取組における様々な課題に対応した支援を行うこととして

おります。  

令和 6 年度の主な取組については、まず、自主的・自律的に勤務環境改善に取り組む医療機関へ

の支援ということで、実務者連絡会議等による情報共有、医療機関への個別支援や各種調査、モデ

ル医療機関の選定・支援、医療機関における勤務環境改善の取組の情報収集と先進事例の紹介、各

関係団体との連携を行うこととしております。 

重点項目については、医師の時間外労働上限規制が施行される次年度においても、医師の時間外

労働の上限規制に対応した支援を重点項目とさせていただきたいと思います。重点項目における主

な取組の一つ目は、特定労務管理対象機関指定申請予定の医療機関に対し、時短計画（案）の策定等

への支援。二つ目は、宿日直許可の取得が必要な医療機関への支援。 三つ目は、評価センターにお

ける評価にあたっての事前相談や評価後の改善への支援。 来年度からの設定となります四つ目から

六つ目は、特定労務管理対象機関に指定された医療機関における医師の労働時間の短縮に向けた支

援、時間外労働上限規制適用後の医療機関の取組における様々な課題に対応した支援、医療法に基

づく保健所による立ち入り検査で指摘を受けた医療機関における改善の取組への支援としておりま

す。私からは以上です。 

 

【会長】 

 令和６年度の勤改センター運営事業実施にあたり、ベースとなる運営方針（案）の説明をさせて

いただきました。ただいまの説明について、ご質問・ご意見等ございませんでしょうか。 

 

【委員】 



  数年にわたり、医師の働き方改革に向けた取組を進められてきたところですが、結果、2024 年

４月を迎えるにあたり、対応が出来ていない道内の病院はいくつくらいあると勤改センターでは把

握されていますか。また、労基署との関係ですので、何かあった際には当該病院が罰せられること

になるかと思いますが、法律に基づき道が委託し、この勤改センター事業を実施してきた中で、仮

に道内の病院において、新しい法律にそぐわない働き方等が発覚した際の道と勤改センターの責任

がどういった立て付けになっているか、教えていただきたいです。 

また、重点項目のうち、令和６年度から取り組まれる三つについて、どれくらいの病院をやるの

か、どういった病院を対象にするのか等、具体的な方策があればお聞かせ願います。 

 

【勤改センター】 

 ４月時点で対応出来ていない医療機関数についてですが、まず、特定労務管理対象機関に関して

は道庁とかなり徹底的に進めておりますので、資料１の 17 ページのとおりだと思います。宿日直許

可等については、こちらでは実際の状況を把握できない場合もありますので、いくつという形では

お答できません。 

 

【事務局】 

 ただいま勤改センターからお話がありましたが、これまでもご説明したとおり道も調査を行って

おりますし、国の要請に基づいた調査も行い、約 6 割の病院から回答をいただいております。基本

的に回答いただいた病院については、何かしらの対応を取られている状況です。また、残りの 4 割

に対しても、勤改センターにおいて積極的に電話等で状況を確認させていただいておりますし、病

院から希望があれば、支援もさせていただいております。我々が把握できる範囲の話ではあります

が、全く手がついていない病院はだいぶ少なくなってきていると考えております。 

二点目の違反等があった場合について、運営方針（案）の重点項目の一番下に立入検査について

記載しておりますが、今回の働き方改革の制度に関しては、医療法と労働基準法の両方にまたがっ

て規制が行われております。具体的には、年間の時間外・休日労働時間に関する規制は労働基準法、

面接の実施や勤務間インターバルの確保に関しては医療法の規制となり、医療法の部分に関しては、

保健所が実施する医療法に基づく医療機関への立入検査で、適正に実施されているか確認すること

となります。もし、適正に実施されていない、あるいは準備が整っていないという状況であっても、

直ちに医療法違反とはならず、適正な形で取り組んでください、といった形で指摘をするとともに、

勤改センターへ相談し、アドバイスを受けながら適正な体制を整えるよう保健所から案内させてい

ただきます。 

三点目の令和６年度から実施する取組の下の部分については、当然、立入検査で指摘を受けた場

合は改善しなければならないため、特定労務管理対象機関に限らず、改善のための支援を勤改セン

ターで行っていきたいと考えております。 

 

【委員】 

 ありがとうございます。冒頭で手つかずの病院数を聞いたのは、過去の協議会では具体的な数字



が示されることが多かったため、令和６年４月を目前にした今、これまで相当精力的に取り組んで

いただいた結果がどうだったのかをうかがえればと思って質問したまでです。ありがとうございま

した。 

 

【会長】 

 ありがとうございます。続いて、事務局から情報提供をお願いいたします。 

 

４ 情報提供 

【事務局】 

  私からは情報提供ということで、資料３を用いて、特定労務管理対象機関の指定についてお話

させていただきます。 

１ページの特定労務管理対象機関の指定申請についてと記載された表について、括弧内の数字は

道への指定申請済みの医療機関数、その左側に記載している数字は申請予定も含めた数字となって

おります。現在、お手元の資料の数字から申請状況が変化しており、札幌の医療機関数及び申請内

訳 B の欄が「８（６）」、西胆振の医療機関数及び B の欄が「２（１）」、上川中部の医療機関数

及び B の欄が「３（３）」、合計の医療機関数及び申請内訳の欄が「22（15）」、C－１の欄が「５

（５）」となっております。また、下の医療機関勤務環境評価センターへの受審申込状況についてと

記載された表についても、１月中に１件受審の申込みがあったため、申請件数は２月５日時点で 24

医療機関となっております。 

２ページには特定労務管理対象機関の指定スケジュールを掲載しております。当初、令和５年度

は３回の申請受付期間を設けて、３回に分けて指定を行う予定でしたが、なんとか年度内に指定を

受けたいという医療機関からの要望などもあり、年度内にもう１回、申請受付期間を設け、３月中

に指定を行うことといたしました。なお、特定労務管理対象機関の指定を予定している全ての医療

機関の手続きが今年度内に終わらないという状況であるため、令和６年度も４回に分けて申請の受

付及び指定を行うことにしております。私からは以上です。 

 

５ 閉会 

【会長】 

 ありがとうございます。本日の議題は以上となりますが、ご意見やご質問等ございませんでしょ

うか。以上をもちまして、令和５年度第２回北海道医療勤務環境改善支援センター運営協議会を閉

会いたします。本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございました。 


